
ヒロシマの心を世界に届けて 
 広島中央保健生協の代表として、ニューヨーク・国連本部などで行われるＮＰＴ（核

拡散防止条約）再検討会議に出発する大内正子さん（己斐上支部）を激励する壮行会が

４月２１日に行われました。大内さんは、広島県被団協の平和学習講師団の一員として

活動している日頃の取り組みや原爆ドーム前で続けている「核兵器禁止条約」について

の署名活動などを紹介。アメリカにも持参を予定している実際に被爆されたお母さんを

題材にした自作の紙芝居を上映しながら、「せっかくの機会をいただいた。できるだけ多

くの人に、核抑止や核兵器による平和はまちがいだと訴えたい」と元気に語りました。 

壮行会には、己斐上支部などから３２人が参加。職員と組合員でつくる実行委員会を代

表して今谷賢二実行委員長は、「代表としてニューヨークに行っていただく大内さんのご

奮闘とともに、代表を送る側にいる私たち自身も、ＮＰＴが開催される４月２７日～５

月２２日の期間をどう過ごすか、問われている」と強調。「何か一つでも、大内さんに連

帯、連携する具体的な行動に踏み出して、いっしょに核兵器のない世界に向けた努力を

紡ぎ合いたい」と呼びかけました。 

壮行会では、「青い空」合唱団のうたごえによる激励があり、「青い空は」「ねがい」「歌

おう、平和を」の３曲が披露されました。また、前々回の再検討会議に参加された高野

雄史さん（総務部長）が自らの渡米経験も交えた激励あいさつもありました。最後に、

田中敬子専務理事が、核兵器をめぐる世界の状況、憲法改悪を指向する政権とそれに反

対する国民的な運動の広がりなどにもふれて閉会のあいさつを行いました。 

 大内さんの激励とともに、「核兵器と人類は共存できない」という願いをさらに世界に

広げていく大切さを確認する壮行会になりました。 
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純  増 △61 万円 △429 万円 

あかるいまち 2 1 
No.1795 2026 年 5 月 7日 

組合員活動推進課 082-532-1264 

 

 

 TEL082-532-1264 

広島中央保健生活協同組合 

組織部 TEL082-532-1264 


